大原御幸の道 by 鈴井, 千晶
大
原
御
幸
の
道
鈴
井
千
晶
〔抄
録
〕
『平
家
物
語
』
灌
頂
巻
「大
原
御
幸
」
で
、
後
官
河
法
皇
は
か
つ
て
高
倉
院
の
皇
后
で
あ
っ
た
建
礼
門
院
が
閑
居
す
る
寂
光
院
を
訪
れ
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
へ
の
配
慮
で
公
の
御
幸
と
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
御
幸
に
関
す
る
詳
細
な
記
録
は
確
認
出
来
な
い
。
覚
一
本
『平
家
物
語
』
で
は
、
補
陀
落
寺
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
を
叡
覧
さ
れ
た
後
に
寂
光
院
へ
至
っ
た
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
道
筋
を
辿
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
を
再
検
討
し
、
更
に
は
考
古
学
的
な
新
し
い
発
見
を
視
野
に
入
れ
、
「大
原
御
幸
」
で
後
白
河
法
皇
が
通
っ
た
道
の
考
察
を
試
み
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
開
補
陀
落
寺
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
、
平
家
物
語
、
灌
頂
巻
、
大
原
御
幸
覚
一
本
『平
家
物
語
』
の
「大
原
御
幸
」
に
拠
る
と
、
文
治
二
(
一
一
八
六
)
年
四
月
下
旬
に
後
白
河
法
皇
は
建
礼
門
院
の
閑
居
の
地
大
原
へ
と
御
幸
さ
れ
た
。
(
　
)
鞍
馬
街
道
経
由
で
、
補
陀
落
寺
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
を
叡
覧
さ
れ
、
寂
光
院
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
鞍
馬
街
道
と
は
葵
橋
か
ら
北
行
し
、
深
泥
池
、
鞍
馬
谷
を
経
て
丹
波
に
至
る
街
道
で
あ
る
。
次
に
「大
原
御
幸
」
の
本
文
の
一
部
を
示
す
(新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
)
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
鞍
馬
と
ほ
り
の
御
幸
な
れ
ば
、
彼
清
原
の
深
養
父
が
補
陀
落
寺
、
小
野
の
皇
太
后
宮
の
旧
跡
を
叡
覧
あ
ッ
て
、
そ
れ
よ
り
御
輿
に
め
さ
れ
け
り
。
遠
山
に
か
か
る
白
雲
は
、
散
り
に
し
花
の
形
見
な
り
。
青
葉
に
見
ゆ
る
梢
に
は
、
春
の
名
残
ぞ
惜
し
ま
る
る
。
比
は
卯
月
廿
日
余
の
事
な
れ
ば
、
夏
草
の
し
げ
み
が
末
を
分
け
い
ら
せ
給
ふ
に
、
は
じ
め
た
る
御
幸
な
れ
ば
、
御
覧
じ
な
れ
た
る
か
た
も
な
し
。
人
跡
た
え
た
る
程
も
、
お
ぼ
し
め
し
知
ら
れ
て
哀
れ
な
り
。
西
の
山
の
ふ
も
と
に
、
一
宇
の
御
堂
あ
り
。
即
ち
寂
光
院
是
な
り
御
幸
の
際
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
補
陀
落
寺
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
の
位
一
〇
一
大
原
御
幸
の
道
(鈴
井
千
晶
)
置
に
つ
い
て
近
年
付
さ
れ
た
注
釈
を
確
認
す
る
と
、
付
注
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
位
置
に
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
例
え
ば
近
時
、
一
九
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
新
日
本
古
典
文
学
全
集
の
市
古
貞
次
氏
の
注
を
見
る
と
、
補
陀
落
寺
は
「
山
城
国
愛
宕
郡
(京
都
市
左
京
区
)
大
原
の
西
、
静
原
と
の
問
」
、
小
野
皇
太
后
(
2
)
宮
の
旧
跡
に
つ
い
て
は
「左
京
区
静
市
市
原
町
」
と
さ
れ
て
い
る
。
地
図
で
確
認
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
位
置
と
さ
れ
て
い
る
地
区
は
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら
の
正
確
な
位
置
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
二
つ
の
位
置
を
特
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
実
で
あ
る
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
不
明
な
点
の
多
い
「大
原
御
幸
」
を
再
度
今
ま
で
の
注
釈
を
溯
る
形
で
考
え
、
補
陀
落
寺
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
の
位
置
を
再
検
討
し
、
後
白
河
法
皇
が
ど
の
よ
う
な
道
筋
を
辿
っ
て
建
礼
門
院
を
訪
れ
た
の
か
を
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
補
陀
落
寺
は
清
原
深
養
父
の
山
荘
を
改
め
て
寺
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
寺
は
中
世
に
は
廃
絶
と
な
っ
た
た
め
、
長
く
寺
跡
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
江
戸
期
に
著
さ
れ
た
地
誌
類
を
見
る
と
、
例
え
ば
『雍
州
府
志
』
四
に
は
、
「在
下鞍
馬
與
二
大
原
一之
問
上
。
清
原
深
養
父
所
二建
立
一之
補
陀
落
寺
、
在
二
此
所
一。
今
堂
絶
礎
石
所
々
殘
」
と
鞍
馬
と
大
原
の
問
に
あ
り
、
廃
絶
後
は
所
々
礎
石
が
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
『山
州
名
跡
志
』
巻
之
六
に
は
、
「舊
地
靜
原
北
端
ヨ
リ
。
五
町
許
寅
ノ
方
二
當
ル
山
間
也
。
谷
ヲ
左
二
入
ル
コ
ト
ニ
町
許
。
土
人
此
所
ヲ
云
二
堂
谷
三
…
・是
其
堂
跡
也
。
大
ナ
ル
岩
ア
ツ
テ
、
景
色
ヲ
ナ
ス
。
其
地
傍
二
古
タ
ル
石
塔
婆
一
重
ア
リ
」
と
、
静
原
の
北
端
よ
り
約
五
町
東
北
の
山
間
の
、
堂
谷
と
い
う
谷
を
左
へ
約
二
町
ほ
ど
入
っ
た
所
で
、
そ
こ
に
大
き
な
岩
の
傍
に
石
塔
婆
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
『山
城
名
勝
志
』
巻
十
二
は
、
「舊
跡
在
下江
文
明
禪
與
二靜
原
一
〇
二
一問
上
。
所
々
存
二礎
石
}。
或
云
、
去
二靜
原
民
村
一半
里
許
山
麓
有
二古
樫
株
一。
是
補
陀
洛
寺
舊
跡
也
」
と
し
、
江
文
神
社
と
静
原
と
の
問
に
は
所
々
礎
石
が
あ
り
、
民
村
か
ら
約
半
里
ほ
ど
の
山
麓
に
古
樫
の
株
の
あ
る
所
だ
と
さ
れ
る
。
『山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
三
に
は
、
「在
二同
村
東
山
中
一。
村
ノ
北
ノ
端
ヨ
リ
五
町
計
東
方
二
當
ル
山
間
也
。
谷
ヲ
左
へ
入
コ
ト
ニ
町
計
也
。
字
云
二堂
谷
三
・…
礎
石
尚
存
。
大
岩
ア
ツ
テ
景
色
ヨ
ロ
シ
傍
二
石
塔
一
重
ア
リ
」
と
、
『山
州
名
跡
志
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
補
陀
落
寺
跡
は
、
静
原
に
あ
っ
て
礎
石
や
石
塔
婆
が
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
既
に
江
戸
期
に
は
具
体
的
な
寺
跡
は
分
か
ら
ず
、
村
民
の
言
い
伝
え
で
の
み
大
体
の
位
置
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
現
在
、
「
小
町
寺
」
と
呼
ば
れ
る
「補
陀
洛
寺
」
は
天
台
宗
鞍
馬
寺
の
末
寺
で
市
原
町
に
存
す
る
が
(以
下
、
便
宜
上
現
在
の
「補
陀
洛
寺
」
を
通
称
の
「小
町
寺
」
と
表
記
す
る
)
、
『京
城
勝
覧
』
の
「市
原
」
の
箇
所
に
は
、
「村
の
入
口
右
の
方
に
補
陀
落
寺
あ
り
。
む
か
し
の
普
陀
落
寺
に
は
あ
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
の
位
置
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
『雍
州
府
志
』
四
に
拠
る
と
、
「當
時
稱
二市
原
之
堂
一
誤
爲
二補
陀
落
寺
一」
と
、
当
時
「市
原
之
堂
」
と
称
し
て
い
た
も
の
を
誤
っ
て
「補
陀
洛
寺
」
と
為
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
続
き
に
、
「今
在
二小
野
市
原
一」
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
江
戸
前
期
に
は
現
在
認
知
さ
れ
て
い
る
「小
町
寺
」
が
市
原
町
に
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
『平
家
物
語
』
(覚
一
本
系
)
の
補
陀
落
寺
に
つ
い
て
、
出
版
年
の
新
し
い
順
か
ら
注
釈
を
見
て
み
る
。
・
左
京
区
静
市
静
原
町
…
佐
伯
真
一
氏
二
二
弥
井
書
店
・
二
〇
〇
〇
年
・
大
原
の
西
、
静
原
と
の
問
…
市
古
貞
次
氏
・
小
学
館
(新
日
本
古
典
文
学
全
集
)
・
一
九
九
四
年
・
大
原
の
江
文
…
杉
本
圭
三
郎
氏
・
講
談
社
学
術
文
庫
・
一
九
九
一
年
・
静
原
と
江
文
峠
と
の
問
…
梶
原
正
昭
氏
・
小
学
館
・
一
九
八
二
年
・
大
原
の
西
、
静
原
と
の
間
…
市
古
貞
次
氏
・
小
学
館
(日
本
古
典
文
学
全
集
)
・
一
九
八
〇
年
・
左
京
区
静
原
…
冨
倉
徳
次
郎
氏
・
角
川
書
店
(鑑
賞
日
本
古
典
文
学
)
・
一
九
八
〇
年
・
左
京
区
静
原
の
山
中
…
弓
削
繁
氏
・
加
藤
中
道
館
・
一
九
七
四
年
・
左
京
区
静
原
町
堂
ヶ
谷
…
高
橋
貞
一
氏
・
講
談
社
文
庫
・
一
九
七
二
年
・
江
文
峠
の
麓
…
佐
々
木
八
郎
氏
・
『平
家
物
語
評
講
』
明
治
書
院
・
一
九
六
三
年
・
左
京
区
静
原
の
山
中
…
高
木
市
之
助
氏
他
・
岩
波
書
店
(日
本
古
典
文
学
大
系
)
・
一
九
六
〇
年
・
大
原
村
江
文
…
高
木
市
之
助
氏
他
・
角
川
書
店
(日
本
古
典
鑑
賞
講
座
)
・
一
九
五
七
年
・
静
市
野
村
市
原
…
冨
倉
徳
次
郎
氏
・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
四
八
年
・
静
原
と
江
文
峠
と
の
間
…
御
橋
悳
言
氏
・
『平
家
物
語
略
解
』
芸
林
舎
二
九
二
九
年
・
大
原
村
付
近
…
今
泉
定
介
氏
・
『平
家
物
語
講
義
』
弘
文
社
・
一
九
〇
一
年
こ
れ
ら
は
場
所
に
よ
っ
て
、
大
き
く
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
の
形
式
は
静
原
(以
下
①
と
す
る
)
、
第
二
の
形
式
は
江
文
(大
原
)
と
静
原
の
間
(以
下
②
)
、
第
三
の
形
式
は
江
文
(大
原
)
(以
下
③
)
、
第
四
の
形
式
は
市
原
(以
下
④
)
と
す
る
。
①
の
静
原
は
、
『京
羽
二
重
』
第
一
、
『出
来
斎
京
土
産
』
巻
之
五
、
『洛
陽
名
所
集
』
巻
之
七
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
昔
「賤
原
」
と
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
い
っ
た
が
、
「
宿
し
め
て
な
に
山
か
つ
の
し
つ
原
や
静
な
る
へ
き
あ
た
ら
住
居
を
」
と
い
う
和
歌
に
因
ん
で
「静
原
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『角
川
日
本
地
　
M
　
名
大
辞
典
26
京
都
府
上
巻
』
に
拠
れ
ば
、
「鞍
馬
と
大
原
の
中
問
山
地
に
あ
た
り
、
静
原
川
上
流
部
流
域
に
位
置
す
る
。
西
は
薬
王
坂
を
越
え
て
鞍
馬
に
、
東
は
江
文
峠
を
越
え
て
大
原
に
至
る
」
と
さ
れ
、
地
名
は
白
鳳
の
初
年
よ
り
と
伝
え
ら
れ
、
山
城
国
愛
宕
郡
の
う
ち
で
あ
る
。
③
の
江
文
峠
は
、
大
原
地
区
の
西
方
に
あ
る
。
金
毘
羅
山
の
南
に
位
置
し
、
静
市
地
区
と
大
原
地
区
を
結
ん
で
お
り
、
峠
よ
り
少
し
東
に
江
文
神
社
が
位
置
す
る
。
④
の
市
原
町
に
は
、
「小
町
寺
」
と
い
う
寺
名
か
ら
も
分
か
る
通
り
小
野
小
町
の
墓
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
『出
来
斎
京
土
産
』
巻
之
五
に
拠
る
と
、
「深
草
の
四
位
少
將
に
思
ひ
か
け
ら
れ
其
心
ざ
し
を
と
げ
ざ
り
け
れ
ば
小
町
に
物
の
怪
つ
き
て
關
寺
邊
に
ま
ど
ひ
行
て
あ
ら
ぬ
す
が
た
に
な
り
。
つ
ゐ
に
此
所
に
來
り
て
死
た
り
し
か
ば
市
原
野
邊
の
墳
の
主
と
な
せ
り
と
い
ふ
」
と
、
古
く
か
ら
小
野
小
町
没
地
の
伝
承
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
辞
典
に
は
「鞍
馬
川
・
静
原
川
の
合
流
点
よ
り
や
や
南
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
開
け
る
山
間
の
平
野
。
鞍
馬
街
道
が
北
上
」
し
て
い
る
と
あ
る
。
山
城
国
愛
宕
郡
の
う
ち
で
、
古
代
・
中
世
は
「市
原
野
」
と
い
う
呼
び
方
が
主
で
あ
っ
た
。
な
お
、
「静
市
地
区
」
と
は
静
原
町
・
市
原
町
一
帯
の
地
域
を
い
う
。
次
頁
に
京
都
市
左
(
4
)
京
区
の
地
図
を
示
す
。
①
の
注
釈
は
、
『山
州
名
跡
志
』
や
『山
城
名
跡
巡
行
志
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
高
橋
氏
の
注
釈
の
「堂
ヶ
谷
」
と
い
う
地
名
は
、
辞
典
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
静
原
の
地
元
の
人
に
は
ロ
承
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
現
在
正
確
な
位
置
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
②
の
注
釈
は
『山
城
名
勝
志
』
な
ど
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
③
の
注
釈
に
つ
い
て
は
出
典
が
定
か
で
一
〇
三
大
原
御
幸
の
道
(鈴
井
千
晶
)
図一 補陀落寺跡、小野皇太后の旧跡地
 
は
な
い
が
、
江
文
神
社
と
静
原
地
区
と
の
問
に
江
文
峠
が
あ
り
、
こ
れ
も
『山
城
名
勝
志
』
巻
十
二
の
、
「舊
跡
在
下
江
文
明
禪
與
二
靜
原
一間
上
」
と
い
う
記
述
に
拠
っ
て
、
地
域
を
限
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
④
の
注
釈
は
冨
倉
氏
(
一
九
四
八
年
出
版
)
の
み
で
あ
る
。
「市
原
」
と
は
現
在
の
「小
町
寺
」
の
位
置
す
る
場
所
で
あ
り
、
後
白
河
法
皇
が
叡
覧
し
た
と
い
う
元
の
補
陀
落
寺
の
場
所
で
は
な
い
。
後
に
氏
は
、
一
九
八
〇
年
に
角
川
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
『平
家
物
語
』
の
注
釈
で
、
「静
原
」
と
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。
①
、
②
の
形
式
に
よ
る
注
釈
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
③
の
形
式
に
よ
る
注
釈
は
、
少
々
ズ
レ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
補
陀
落
寺
跡
は
下
鴨
静
原
大
一
〇
四
原
線
沿
い
に
存
し
た
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
は
江
文
ま
で
行
か
ず
、
東
俣
川
を
北
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
の
形
式
の
注
釈
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
「小
町
寺
」
の
位
置
で
あ
る
。
近
代
の
『平
家
物
語
』
の
注
釈
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
論
文
が
あ
る
。
梶
川
敏
夫
氏
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「京
都
静
原
補
陀
落
寺
跡
ー
平
安
時
代
創
建
の
山
岳
寺
院
跡
-
」
(
一
九
九
〇
年
三
月
・
古
代
文
化
四
二
)
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
に
補
陀
落
寺
と
思
わ
れ
る
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
梶
川
氏
は
、
「静
原
の
集
落
の
北
々
東
約
三
㎞
に
あ
る
通
称
『ク
ダ
ラ
コ
ー
ジ
山
』
と
呼
ば
れ
る
静
原
町
の
山
中
で
、
近
年
確
認
さ
れ
た
」
遺
跡
が
補
陀
落
寺
跡
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
補
陀
落
寺
跡
へ
は
、
「静
原
の
集
落
の
東
は
ず
れ
に
あ
る
静
原
小
学
校
前
の
T
字
路
を
北
へ
と
り
、
静
原
川
が
東
俣
川
と
江
文
川
と
分
岐
す
る
地
点
を
、
北
方
(東
俣
川
側
)
へ
川
沿
の
道
を
約
一
㎞
進
む
と
西
俣
川
と
東
俣
川
の
分
岐
点
に
達
す
る
…
…
こ
こ
か
ら
川
の
浅
瀬
を
東
へ
渡
り
、
東
俣
川
の
左
岸
を
川
に
沿
っ
て
更
に
五
〇
〇
m
程
進
む
と
、
左
手
川
向
こ
う
の
木
立
ち
の
問
に
小
屋
が
見
え
る
所
に
出
る
。
こ
こ
に
は
、
谷
川
に
丸
太
を
架
け
た
だ
け
の
橋
が
あ
る
の
で
す
ぐ
分
る
。
普
通
車
程
度
で
あ
れ
ば
こ
こ
ま
で
は
進
入
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
寺
跡
へ
は
徒
歩
で
な
い
と
進
め
な
い
。
谷
川
の
瀬
を
西
へ
渡
っ
て
小
屋
背
後
の
谷
筋
(地
元
で
は
こ
の
谷
を
ク
ダ
ラ
コ
ー
ジ
谷
と
呼
称
し
て
い
る
)
に
沿
っ
て
北
西
へ
一
五
～
二
〇
分
程
登
る
と
寺
跡
に
達
す
る
」
と
い
わ
れ
る
。
静
原
の
地
元
で
は
、
補
陀
落
寺
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
「ク
ダ
ラ
コ
ー
ジ
山
」
、
「
大
門
」
(補
陀
落
寺
の
南
門
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
)
な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
伝
承
な
ど
か
ら
、
当
該
遺
跡
が
補
陀
落
寺
跡
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
図二 大門付近
(図
二
参
照
)
。
補
陀
落
寺
の
立
地
は
急
な
南
向
き
斜
面
で
、
険
し
い
山
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
後
白
河
法
皇
が
わ
ざ
わ
ざ
補
陀
落
寺
の
叡
覧
を
目
的
と
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
康
治
二
(
一
一
四
三
)
年
に
、
後
白
河
法
皇
の
伯
父
に
あ
た
る
覚
実
が
別
当
に
補
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ま
た
本
尊
の
千
手
観
音
は
霊
験
あ
ら
た
か
な
こ
と
(5
)
で
知
ら
れ
て
い
た
た
め
と
、
角
田
文
衛
氏
が
興
味
深
い
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
八
年
に
補
陀
落
寺
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
梶
川
氏
に
よ
る
補
陀
落
寺
の
遺
跡
発
見
の
論
文
は
一
九
九
〇
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『平
安
時
代
史
(
6
)
事
典
』
に
も
補
陀
落
寺
跡
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
然
留
意
す
べ
き
『平
安
時
代
史
事
典
』
の
出
版
年
の
一
九
九
四
年
以
後
の
注
釈
に
、
こ
の
事
項
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
小
野
皇
太
后
宮
と
は
、
後
冷
泉
天
皇
の
後
宮
で
、
藤
原
歓
子
の
こ
と
で
あ
る
。
『平
安
時
代
史
事
典
』
に
拠
る
と
、
母
は
藤
原
公
任
女
で
永
承
二
(
一
〇
四
七
)
年
入
内
し
、
翌
三
年
女
御
の
宣
旨
を
被
っ
た
。
四
年
に
皇
子
を
出
産
し
た
が
夭
折
し
た
た
め
、
里
邸
の
二
条
・
東
洞
院
邸
に
引
き
こ
も
り
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
六
年
ご
ろ
か
ら
異
母
兄
、
長
谷
の
法
印
静
円
の
住
む
小
野
に
篭
居
し
、
同
年
准
三
宮
と
な
っ
た
。
治
暦
四
(
一
〇
六
八
)
年
皇
后
に
な
る
。
承
保
元
(
一
〇
七
四
)
年
六
月
皇
太
后
と
な
る
が
、
入
月
に
は
出
家
し
、
引
き
続
き
小
野
に
住
み
小
野
皇
太
后
宮
と
称
さ
れ
た
。
深
く
仏
教
に
帰
依
し
、
小
野
亭
を
常
寿
院
と
改
め
念
仏
三
昧
の
余
生
を
送
っ
た
。
常
寿
院
は
白
河
天
皇
の
御
願
寺
と
な
る
と
と
も
に
、
法
勝
寺
の
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(
二
〇
〇
四
年
三
月
)
一
〇
五
大
原
御
幸
の
道
(鈴
井
千
晶
)
末
寺
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
次
に
常
寿
院
と
な
っ
た
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
に
つ
い
て
の
注
釈
を
確
認
し
た
い
。
・
左
京
区
岩
倉
長
谷
…
佐
伯
氏
・
三
弥
井
書
店
・
1
10
0
0
年
・
左
京
区
静
市
市
原
町
…
市
古
氏
・
小
学
館
(新
日
本
古
典
文
学
全
集
)
・
一
九
九
四
年
・
左
京
区
静
市
市
原
町
…
梶
原
氏
・
岩
波
書
店
(新
日
本
古
典
文
学
大
系
)
・
一
九
九
三
年
・
小
野
山
付
近
か
…
冨
倉
氏
・
角
川
書
店
(鑑
賞
日
本
古
典
文
学
)
・
一
九
入
○
年
・
北
区
小
野
…
弓
削
氏
・
加
藤
中
道
館
・
一
九
七
四
年
・
北
区
小
野
、
左
京
区
静
原
市
原
町
、
江
文
山
の
麓
な
ど
…
佐
々
木
氏
・
明
治
書
院
・
一
九
六
三
年
・
北
区
小
野
…
高
木
氏
・
岩
波
書
店
(日
本
古
典
文
学
大
系
)
・
一
九
六
〇
年
・
左
京
区
静
市
市
原
町
…
冨
倉
氏
・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
四
八
年
・
小
野
山
付
近
か
…
山
田
氏
・
宝
文
館
出
版
・
一
九
三
三
年
・
左
京
区
静
市
市
原
町
…
御
橋
氏
・
『平
家
物
語
略
解
』
芸
林
舎
・
一
九
二
九
年
・
小
野
山
付
近
か
…
今
泉
氏
・
『平
家
物
語
講
義
』
弘
文
社
・
一
九
〇
一
年
こ
こ
で
も
先
と
同
様
に
、
次
の
四
つ
の
形
式
に
分
け
て
考
察
し
た
い
。
第
一
の
注
釈
の
形
式
は
左
京
区
岩
倉
長
谷
(以
下
①
と
す
る
)
、
第
二
は
左
京
区
静
市
市
原
町
(以
下
②
)
、
第
三
は
北
区
小
野
(以
下
③
)
、
第
四
は
小
野
山
(以
下
④
)
と
し
て
い
る
。
ま
た
佐
々
木
氏
は
い
く
つ
か
の
説
を
挙
げ
た
う
え
で
、
江
文
峠
の
麓
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
更
に
大
き
く
分
け
る
と
、
左
京
区
と
北
区
と
で
付
注
者
の
説
が
分
か
れ
て
い
る
。
一
〇
六
①
、
②
、
④
(小
野
山
は
大
原
山
と
も
い
わ
れ
、
比
叡
山
の
北
部
で
あ
る
。
京
都
市
左
京
区
大
原
地
区
と
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
町
に
ま
た
が
る
)
は
左
京
区
、
③
は
北
区
の
小
野
を
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
説
が
出
る
の
か
。
ま
た
、
歓
子
が
篭
居
し
た
と
い
う
「小
野
」
と
は
ど
こ
な
の
か
。
「小
野
」
と
い
う
地
名
は
、
『山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
三
に
「當
國
二
小
野
三
所
ア
リ
。
一
宇
治
郡
山
科
小
野
…
一
葛
野
郡
北
山
小
野
…
一
愛
宕
郡
」
と
あ
る
よ
う
に
三
ヶ
所
存
在
す
る
。
は
じ
め
の
山
科
小
野
は
宇
治
郡
で
あ
る
の
で
歓
子
と
は
関
係
な
い
。
葛
野
郡
の
小
野
は
③
の
北
区
小
野
で
、
清
滝
川
の
上
流
域
、
水
谷
川
と
の
合
流
点
付
近
に
位
置
す
る
。
中
世
に
お
い
て
は
小
野
山
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
小
野
郷
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
愛
宕
郡
の
小
野
は
②
の
左
京
区
の
小
野
で
あ
り
、
比
叡
山
の
西
北
に
あ
た
る
山
間
地
帯
で
、
都
に
近
い
山
里
で
あ
る
こ
の
地
は
、
貴
族
の
隠
棲
の
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
中
世
に
は
北
小
野
と
南
小
野
と
に
分
か
れ
て
い
て
、
修
学
院
・
高
野
か
ら
八
瀬
・
大
原
に
か
け
て
の
地
域
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。
高
野
か
ら
木
行
坂
(狐
坂
と
も
い
い
、
松
ヶ
崎
北
方
に
位
置
し
、
宝
ヶ
池
・
岩
倉
方
面
へ
抜
け
る
道
の
途
中
に
あ
る
)
に
向
か
う
道
を
小
野
畷
と
称
す
る
こ
と
か
ら
、
岩
倉
も
そ
の
一
(
7
)
部
が
郷
域
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
で
は
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
で
あ
る
常
寿
院
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『雍
州
府
志
』
四
に
、
「在
二同
處
一。
淨
土
專
念
僣
住
・之
。
小
野
后
藤
歡
子
塔
存
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
「
同
處
」
と
は
、
常
寿
院
の
前
項
目
の
、
補
陀
落
寺
の
場
所
を
指
し
て
い
る
。
先
に
も
挙
げ
た
が
、
補
陀
落
寺
の
場
所
は
、
「今
在
二小
野
市
原
匚
と
「小
町
寺
」
を
指
す
。
『山
城
名
勝
志
』
第
十
二
も
、
「今
市
原
村
有
二
小
堂
一。
世
謂
常
壽
院
舊
趾
」
と
、
市
原
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
の
続
き
に
、
「
此
小
堂
稱
二補
陀
洛
寺
一、
是
又
可
二虚
説
一」
と
あ
り
、
市
原
村
に
あ
る
と
い
う
小
堂
と
は
、
現
在
「小
町
寺
」
と
称
さ
れ
た
寺
と
同
じ
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
『雍
州
府
志
』
四
の
、
「小
野
后
藤
歡
子
塔
存
」
と
あ
る
石
碑
は
、
現
在
も
「小
町
寺
」
に
存
在
す
る
(図
三
参
照
)
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
現
在
、
静
市
市
原
町
に
あ
る
「小
町
寺
」
が
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
で
あ
る
常
寿
院
が
あ
っ
た
場
所
で
、
静
市
静
原
町
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
が
補
陀
落
寺
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
鞍
馬
通
り
経
由
で
寂
光
院
へ
至
る
途
中
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
、
次
に
補
陀
落
寺
に
寄
っ
た
と
い
う
道
順
は
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
補
陀
落
寺
は
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
た
め
正
確
な
位
置
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
常
寿
院
は
市
原
町
に
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
他
の
地
誌
類
に
は
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
を
市
原
町
と
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
『都
名
所
図
会
拾
遺
』
巻
三
に
は
、
「小
野
橋
」
と
い
う
記
述
の
後
の
「
『小
野
皇
太
后
宮
の
舊
跡
』
」
と
い
う
見
出
し
の
箇
所
に
、
「此
ほ
と
り
に
あ
り
し
と
な
り
。
舊
跡
詳
な
ら
ず
」
と
あ
る
。
「小
野
橋
」
は
、
「巽
よ
り
乾
に
わ
た
す
橋
」
で
、
北
の
ほ
う
は
花
園
長
谷
に
至
る
と
い
う
。
北
の
橋
詰
を
西
に
行
く
と
、
「小
野
畷
」
と
い
わ
れ
る
木
行
坂
の
北
に
出
る
。
ま
た
『山
州
名
跡
志
』
巻
之
六
に
も
、
「
小
野
橋
」
「小
野
畷
」
に
つ
い
て
は
、
「今
此
邊
ヲ
小
野
橋
、
小
野
畷
ト
イ
ヒ
、
又
石
藏
ニ
モ
近
シ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
地
を
小
野
橋
付
近
と
す
る
記
述
は
『都
名
所
図
会
拾
遺
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
市
原
町
と
す
る
説
の
ほ
う
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
角
田
文
衛
氏
が
興
味
深
い
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
説
(　
)
を
援
用
し
た
い
。
角
田
氏
に
よ
る
と
、
小
野
皇
太
后
宮
で
あ
る
歓
子
は
、
後
か
ら
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
入
内
し
た
寛
子
が
皇
后
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
快
し
と
せ
ず
、
自
ら
の
年
齢
を
も
考
え
、
歓
子
の
実
弟
に
当
た
る
法
印
権
大
僧
都
・
静
覚
が
別
当
で
あ
っ
た
長
谷
(京
都
市
左
京
区
岩
倉
長
谷
町
)
の
解
脱
寺
の
近
く
の
里
坊
に
遷
徙
し
た
。
長
谷
は
、
愛
宕
郡
小
野
郷
の
聚
落
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
治
暦
四
(
1
O
六
八
)
年
、
父
教
通
が
関
白
と
な
り
、
一
家
が
栄
え
る
な
か
、
歓
子
は
後
冷
泉
天
皇
の
崩
後
い
よ
い
よ
仏
道
に
徹
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
承
保
元
(
一
〇
七
四
)
年
八
月
に
出
家
さ
れ
た
。
同
十
二
月
、
歓
子
は
御
所
を
捨
て
て
寺
と
な
し
、
常
寿
院
と
名
付
け
た
上
で
、
御
願
寺
に
さ
れ
る
よ
う
白
河
天
皇
に
奏
請
し
勅
許
を
得
た
。
歓
子
の
在
世
中
、
常
寿
院
の
別
当
は
、
解
脱
寺
真
如
院
の
僧
で
歓
子
の
縁
者
で
あ
る
法
印
権
大
僧
都
の
静
覚
、
つ
い
で
権
少
僧
都
の
公
円
が
勤
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
た
。
更
に
氏
は
、
常
寿
院
領
の
諸
荘
の
大
部
分
は
歓
子
の
父
教
通
よ
り
付
与
さ
れ
た
も
の
で
、
一
部
分
は
外
祖
父
公
任
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。
祖
父
公
任
は
愛
宕
郡
小
野
郷
の
長
谷
に
山
荘
を
所
有
し
、
出
家
し
た
後
の
晩
年
を
こ
の
山
荘
で
過
ご
し
た
。
そ
こ
で
氏
は
、
公
任
の
山
荘
が
長
谷
に
存
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
山
荘
を
孫
の
静
覚
に
里
坊
と
し
て
遺
贈
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「常
寿
院
は
皇
太
后
の
歓
子
の
山
荘
で
あ
り
、
そ
れ
は
由
来
を
糾
せ
ば
公
任
の
山
荘
に
他
な
ら
ぬ
」
と
推
察
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
公
任
の
山
荘
1
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
1
常
寿
院
は
、
愛
宕
郡
小
野
郷
の
長
谷
、
つ
ま
り
左
京
区
岩
倉
長
谷
町
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
長
谷
町
は
、
『山
城
名
勝
志
』
巻
十
二
に
、
「諸
杜
根
元
記
云
、
天
照
太
禪
天
岩
戸
籠
ま
し
ま
せ
し
時
、
鶏
を
集
て
長
鳴
さ
せ
て
岩
戸
を
あ
け
し
所
を
今
長
谷
と
い
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
照
大
神
が
山亘
尸
に
こ
も
っ
た
所
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
。
『出
来
斎
京
土
産
』
巻
之
四
に
は
、
「岩
倉
山
よ
り
北
の
か
た
は
。
朗
詠
一
〇
七
大
原
御
幸
の
道
(鈴
井
千
晶
)
谷
と
て
四
條
大
納
言
公
任
卿
、
和
漢
朗
詠
集
を
に
ら
ば
れ
し
所
と
い
へ
り
」
と
、
公
任
の
朗
詠
集
撰
集
に
因
ん
だ
地
名
が
あ
る
。
ま
た
同
様
の
記
述
が
『菟
芸
泥
赴
』
第
五
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
「長
谷
と
岩
倉
の
間
」
を
朗
詠
谷
と
い
い
、
ま
た
朗
詠
谷
に
つ
い
て
は
、
『都
名
所
図
会
』
巻
六
に
、
「大
納
言
公
任
卿
の
幽
居
し
給
ふ
舊
跡
な
り
。
此
所
は
長
谷
川
を
傍
て
、
北
の
か
た
な
る
山
中
に
入
る
こ
と
、
五
六
町
ば
か
り
、
こ
れ
を
過
ぎ
て
、
解
脱
寺
と
い
ふ
舊
地
あ
り
。
今
に
礎
石
の
こ
る
。
こ
・
に
於
て
公
任
卿
出
家
し
給
ふ
と
そ
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「是
よ
り
一
町
ば
か
り
北
に
至
れ
ば
、
平
地
あ
り
。
彼
卿
此
所
に
住
み
給
ひ
、
和
漢
朗
詠
集
を
撰
し
給
ひ
し
と
な
り
。
又
、
御
所
谷
と
も
い
ふ
」
と
あ
る
(図
四
参
照
)。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
祖
父
公
任
が
出
家
し
た
解
脱
寺
、
そ
し
て
晩
年
に
住
ん
だ
と
い
う
、
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
長
谷
こ
そ
が
歓
子
が
篭
居
し
た
山
荘
、
す
な
わ
ち
常
寿
院
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
常
寿
院
が
廃
絶
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
角
田
氏
は
、
御
願
寺
と
し
て
格
式
が
高
い
う
え
に
歓
子
の
所
有
財
産
の
寄
進
も
多
く
、
財
政
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
常
寿
院
だ
が
、
仁
平
二
(
一
一
五
二
)
年
に
大
僧
正
行
玄
が
別
当
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
降
、
代
々
青
蓮
院
の
門
主
が
兼
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
所
領
目
当
て
の
こ
と
で
、
常
寿
院
は
窮
屈
な
財
政
を
強
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
南
北
朝
時
代
ま
で
辛
う
じ
て
存
続
し
た
が
、
尊
円
法
親
王
を
最
後
と
し
て
別
当
の
名
は
確
認
出
来
な
い
。
衰
亡
の
原
因
は
、
荘
園
の
横
領
、
ま
た
堂
舎
の
炎
上
が
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
『平
家
物
語
』
「大
原
御
幸
」
の
道
筋
を
再
度
確
認
す
る
と
、
「鞍
馬
と
ほ
り
の
御
幸
な
れ
ば
、
彼
清
原
の
深
養
父
が
補
陀
落
寺
、
小
野
の
皇
太
后
宮
の
旧
跡
を
叡
覧
あ
ッ
て
」
と
鞍
馬
街
道
経
由
で
補
陀
落
寺
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
す
な
わ
ち
一
〇
八
常
寿
院
に
寄
っ
て
か
ら
寂
光
院
に
至
っ
た
と
し
て
い
る
。
「大
原
御
幸
」
の
本
文
か
ら
推
定
す
る
と
、
補
陀
落
寺
に
寄
っ
て
か
ら
寂
光
院
へ
と
至
る
ま
で
の
道
の
り
に
常
寿
院
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
常
寿
院
の
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
場
所
は
岩
倉
長
谷
町
で
あ
る
。
地
図
で
確
認
す
る
と
、
明
ら
か
に
常
寿
院
は
「大
原
御
幸
」
の
道
筋
か
ら
外
れ
た
場
所
に
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。角
田
氏
は
、
延
慶
本
、
四
部
合
戦
状
本
、
長
門
本
、
源
平
盛
衰
記
な
ど
の
読
み
本
系
諸
本
に
、
補
陀
落
寺
に
詣
で
た
記
述
は
あ
っ
て
も
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
で
あ
る
常
寿
院
を
訪
ね
た
と
い
う
記
述
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
語
り
本
系
の
『平
家
物
語
』
の
作
者
が
加
え
た
虚
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
静
原
町
、
市
原
町
と
も
に
昔
は
小
野
郷
に
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
安
易
に
付
け
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
作
者
は
、
「小
野
山
荘
が
常
寿
院
と
名
を
変
え
て
な
お
存
続
し
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
」
が
た
め
に
、
道
筋
か
ら
は
外
れ
る
常
寿
院
を
小
野
皇
太
后
の
旧
跡
と
し
て
、
御
幸
の
際
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
梶
川
氏
は
、
寂
光
院
ま
で
の
道
筋
に
つ
い
て
、
遺
跡
の
正
確
な
場
所
を
考
慮
し
た
上
で
、
「京
の
都
か
ら
直
接
、
岩
倉
盆
地
を
北
行
し
て
小
野
皇
太
后
宮
舊
跡
へ
、
更
に
北
方
の
山
を
越
え
て
谷
を
渡
り
補
陀
落
寺
へ
、
そ
し
て
翠
黛
山
に
続
く
北
尾
根
越
え
は
険
し
く
困
難
で
あ
る
た
め
、
一
旦
谷
筋
を
南
下
し
て
金
毘
羅
山
の
南
方
に
あ
る
江
文
峠
を
東
へ
越
え
て
、
大
原
へ
至
る
ル
ー
ト
の
方
が
自
然
で
あ
(9
)
る
よ
う
に
思
え
る
」
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
梶
川
氏
の
説
で
は
、
「鞍
馬
と
ほ
り
の
御
幸
」
で
は
な
く
な
る
。
少
な
く
と
も
市
原
町
ま
で
は
鞍
馬
街
道
を
経
由
し
図三 補陀落寺(小 野町)
小野皇太后の旧跡地
図四 朗詠谷
な
け
れ
ば
、
「大
原
御
幸
」
の
本
文
と
合
致
し
な
い
。
更
に
、
本
文
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
補
陀
落
寺
に
寄
っ
た
後
に
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
に
至
っ
た
と
い
う
順
序
に
な
る
。
『山
州
名
跡
志
』
巻
之
六
の
「普
陀
洛
寺
」
の
項
目
に
『平
家
物
語
』
「大
原
御
幸
」
の
本
文
を
挙
げ
、
そ
の
後
に
、
「右
ノ
文
二
因
レ
バ
、
小
野
皇
后
ノ
御
所
。
靜
原
二
近
カ
リ
シ
ト
見
ユ
。
其
所
今
不
・詳
。
按
二
、
普
陀
洛
寺
ヨ
リ
大
原
二
到
ル
、
其
中
間
二
皇
后
ノ
舊
跡
ヲ
載
タ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『平
家
物
語
』
の
文
脈
か
ら
は
、
補
陀
落
寺
に
寄
っ
た
後
に
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
に
行
っ
た
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
梶
川
氏
の
説
に
は
疑
問
が
残
る
。こ
の
よ
う
に
、
補
陀
落
寺
跡
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
の
位
置
を
確
認
し
た
が
、
本
文
理
解
の
う
え
で
注
釈
が
適
確
で
あ
る
こ
と
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
注
釈
の
内
容
は
付
注
者
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
そ
の
項
目
で
必
ず
記
す
べ
き
事
柄
が
あ
ろ
う
。
今
後
、
注
釈
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
『平
家
物
語
』
覚
一
本
「大
原
御
幸
」
記
事
は
読
み
本
系
諸
本
に
も
語
り
本
系
諸
本
に
も
共
通
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
読
み
本
系
で
は
、
四
部
合
戦
状
本
(以
(
10
)
(
1
)
(
12
)
(
B
)
下
四
部
本
)
、
延
慶
本
、
長
門
本
、
源
平
盛
衰
記
(以
下
盛
衰
記
)、
語
り
本
系
で
(
14
)
は
百
二
十
句
本
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
各
諸
本
の
寂
光
院
へ
の
道
筋
を
、
本
文
を
引
用
し
て
確
認
、
比
較
し
た
い
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
一
〇
九
大
原
御
幸
の
道
(鈴
井
千
晶
)
《
四
部
本
》
「補
陀
落
寺
へ
御
幸
成
る
べ
し
」
と
御
披
露
有
り
て
…
…
清
原
深
養
父
が
補
陀
落
寺
を
拝
ま
せ
た
ま
ひ
つ
・
、
則
て
其
れ
よ
り
小
塩
山
の
脚
の
山
を
超
え
、
大
原
の
奥
、
世
料
の
里
寂
光
院
へ
御
幸
成
る
《延
慶
本
》
法
皇
ハ
「…
…
清
原
深
養
父
ガ
建
タ
リ
シ
、
補
陷
落
寺
ヲ
ガ
マ
セ
給
ベ
シ
」
ト
披
露
シ
テ
、
夜
ヲ
籠
テ
寂
光
院
へ
忍
ノ
御
幸
ア
リ
。
…
…
彼
寺
二
詣
テ
礼
セ
給
フ
ニ
・…
-
其
ヨ
リ
ヲ
シ
ヲ
ノ
山
ヲ
越
テ
、
小
原
奥
へ
御
幸
ナ
ル
《長
門
本
》
大
江
山
の
麓
を
過
さ
せ
給
へ
ば
、
清
原
深
養
父
が
心
を
と
"
め
て
立
置
し
、
補
陀
落
寺
を
か
ま
せ
給
ひ
つ
・
、
小
鹽
の
山
の
麓
、
芹
生
の
里
、
大
原
の
別
墅
寂
光
院
へ
そ
御
幸
な
る
《
盛
衰
記
》
清
原
深
養
父
が
建
て
た
り
し
補
陀
落
寺
を
拝
ま
せ
給
ひ
つ
つ
、
女
院
の
住
ま
せ
給
ひ
け
る
芹
生
の
里
、
大
原
や
小
塩
の
山
の
麓
な
る
寂
光
院
へ
そ
御
幸
な
る
《
百
二
十
句
本
》
大
原
ド
ヲ
リ
日
吉
ノ
御
幸
ト
御
披
露
有
テ
清
原
ノ
深
養
父
ガ
造
タ
リ
シ
補
陀
落
寺
小
野
篁
大
后
宮
ノ
旧
跡
、
叡
覧
有
テ
…
…
寂
光
院
ハ
…
道
順
を
簡
単
に
纏
め
る
と
、
《
四
部
本
》
補
陀
落
寺
↓
小
塩
の
山
の
脚
↓
大
原
の
奥
、
世
料
の
里
寂
光
院
《
延
慶
本
》
補
陥
落
寺
↓
ヲ
シ
ヲ
ノ
山
↓
寂
光
院
《
長
門
本
》
大
江
山
の
麓
↓
補
陀
落
寺
↓
小
鹽
の
山
の
麓
、
芹
生
の
里
、
大
原
の
別
墅
寂
光
院
一
一
〇
《
盛
衰
記
》
補
陀
落
寺
↓
芹
生
の
里
、
大
原
や
小
塩
の
山
の
麓
な
る
寂
光
院
《
百
二
十
句
本
》
補
陀
落
寺
↓
小
野
ノ
篁
大
后
宮
ノ
旧
跡
↓
寂
光
院
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
気
付
か
さ
れ
る
の
は
、
全
諸
本
共
通
し
て
補
陀
落
寺
に
御
幸
の
際
立
ち
寄
っ
て
い
る
こ
と
、
小
野
皇
太
后
の
旧
跡
は
語
り
本
系
の
み
に
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
四
部
本
・
延
慶
本
・
一
方
諸
本
は
補
陀
落
寺
を
御
幸
の
名
目
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
百
二
十
句
本
(八
坂
系
諸
本
も
含
む
)
は
日
吉
参
詣
を
名
目
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
方
系
諸
本
は
鞍
馬
街
道
経
由
で
あ
る
の
に
対
し
、
百
二
十
句
本
(八
坂
系
諸
本
も
含
む
)
は
大
原
街
道
経
由
で
あ
る
。
今
回
は
諸
本
を
各
々
考
察
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
各
諸
本
に
お
い
て
後
白
河
法
皇
が
辿
っ
た
道
筋
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
地
訪
問
の
有
無
の
問
題
、
「鞍
馬
と
ほ
り
」
で
の
御
幸
で
あ
っ
た
か
、
等
を
挙
げ
る
に
留
め
た
い
。
四
以
上
、
諸
本
を
簡
単
に
比
較
し
た
が
、
こ
こ
で
は
延
慶
本
の
内
容
に
注
目
し
た
い
。
延
慶
本
は
他
の
諸
本
が
寺
名
を
挙
げ
る
の
み
の
記
述
で
あ
る
の
に
対
し
、
補
陀
落
寺
に
つ
い
て
の
記
述
が
非
常
に
詳
し
い
。
次
に
、
延
慶
本
の
そ
の
箇
所
の
本
文
を
示
す
。
彼
寺
二
詣
テ
礼
セ
給
フ
ニ
、
御
堂
ノ
甍
、
廻
廊
ノ
ツ
"
キ
、
門
内
門
外
ノ
有
様
、
誠
ニ
ア
ラ
マ
ホ
シ
キ
風
情
也
。
本
尊
ヲ
奉
拝
給
二
、
阿
弥
陥
ノ
三
尊
ヨ
リ
始
テ
、
諸
仏
菩
薩
像
光
ヲ
耀
シ
、
仏
壇
仏
前
之
飾
リ
差
入
セ
給
ヨ
リ
、
無
何
御
心
ヲ
澄
サ
セ
オ
ワ
シ
マ
ス
。
極
楽
浄
土
ノ
荘
厳
モ
カ
ク
ヤ
ト
覚
タ
リ
。
後
ノ
大
光
ニ
ハ
九
品
曼
陥
羅
ヲ
奉
書
。
一
見
一
拝
ノ
輩
ラ
罪
業
深
重
也
ト
モ
、
弥
陷
ノ
悲
願
二
答
ヘ
テ
、
無
始
ノ
罪
障
モ
忽
二
消
滅
シ
テ
、
誰
力
往
生
ヲ
可
不
遂
ト
、
タ
ノ
モ
シ
ク
ゾ
御
覧
ゼ
ラ
レ
ケ
ル
。
又
浄
ル
リ
ノ
有
様
ヲ
書
タ
ル
ト
オ
ボ
シ
ク
ニ
、
十
二
神
将
、
七
千
夜
叉
神
、
其
外
天
人
聖
衆
等
ノ
影
向
シ
タ
ル
景
気
ヲ
書
タ
リ
。
衆
病
悉
除
、
心
身
安
楽
ノ
誓
モ
タ
ノ
モ
シ
ク
被
思
食
ケ
ル
。
左
右
局
ノ
聴
聞
所
ト
オ
ボ
シ
キ
障
子
ニ
ハ
、
或
ハ
四
季
二
随
、
折
二
触
タ
ル
無
常
観
念
之
様
ヲ
、
筆
ヲ
尽
シ
テ
書
タ
リ
。
誠
二
情
モ
深
ク
、
憂
世
ヲ
可
厭
有
様
、
被
思
食
知
ケ
リ
。
或
ハ
六
道
四
生
三
途
八
難
之
苦
患
ノ
様
ヲ
書
タ
リ
、
延
喜
ノ
聖
主
ノ
地
獄
二
堕
サ
セ
給
テ
、
金
峯
山
ノ
日
蔵
上
人
二
向
セ
給
テ
、
イ
フ
ナ
ラ
ク
ナ
ラ
ク
ノ
底
ニ
ヲ
チ
ヌ
レ
バ
刹
利
モ
首
陀
モ
カ
ワ
ラ
ザ
リ
ケ
リ
ト
、
炎
ノ
中
ニ
シ
テ
悲
セ
給
ケ
ム
モ
カ
ク
ヤ
ト
、
哀
ニ
ゾ
被
思
食
ケ
ル
。
是
二
付
テ
モ
、
穢
土
ヲ
厭
ヒ
、
浄
土
ヲ
願
ワ
セ
給
ベ
キ
御
心
ノ
ミ
ゾ
深
カ
リ
ケ
ル
。
御
堂
ヲ
出
サ
セ
給
テ
四
方
ヲ
御
覧
ズ
ル
ニ
、
後
山
ハ
松
杉
緑
二
生
シ
ゲ
リ
、
雲
居
二
遊
ブ
群
鶴
モ
、
千
年
ノ
契
ヲ
結
テ
、
棲
ヲ
ト
ラ
ム
ト
覚
タ
リ
。
庭
別
ニ
ハ
春
霞
二
匂
ヲ
施
ス
楊
梅
、
数
ヲ
尽
シ
テ
植
並
ブ
。
古
巣
ヲ
出
ル
谷
ノ
鶯
モ
、
百
囀
シ
テ
木
伝
覧
ト
覚
タ
リ
。
山
ノ
副
へ
水
ノ
流
、
閑
居
ノ
地
ヲ
シ
メ
タ
リ
ト
見
タ
リ
。
何
事
二
付
モ
御
心
ヲ
止
ラ
レ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
。
其
ヨ
リ
ヲ
シ
ヲ
ノ
山
ヲ
越
テ
、
小
原
奥
へ
御
幸
ナ
ル
補
陀
落
寺
の
内
部
に
は
、
本
尊
の
阿
弥
陀
三
尊
像
を
は
じ
め
、
諸
仏
菩
薩
像
や
仏
壇
仏
前
の
飾
り
、
九
品
曼
陀
羅
、
浄
瑠
璃
浄
土
の
様
子
、
四
季
に
随
っ
た
無
常
観
念
の
様
や
六
道
四
生
三
途
八
難
の
苦
患
の
様
を
描
い
た
障
子
等
が
あ
り
、
ま
た
御
堂
の
外
の
風
景
に
つ
い
て
ま
で
描
写
し
て
い
る
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
延
慶
本
「法
皇
小
原
へ
御
幸
成
事
」
に
関
し
て
は
、
水
原
一
氏
の
論
文
「延
慶
(
15
)
本
平
家
物
語
の
"賤
"
へ
の
眼
差
し
」
が
詳
し
い
。
水
原
氏
は
、
補
陀
落
寺
の
由
来
を
は
じ
め
、
補
陀
落
寺
の
薬
師
信
仰
や
延
慶
本
に
お
け
る
白
山
信
仰
等
に
も
言
及
さ
れ
、
大
変
興
味
深
い
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
『今
昔
物
語
集
』
巻
十
五
"
北
山
餌
取
法
師
往
生
語
第
二
十
七
"
に
補
陀
落
寺
の
由
来
に
関
す
る
説
話
が
あ
る
。
簡
単
に
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
比
叡
山
西
塔
の
延
昌
と
い
う
人
が
修
行
中
に
大
原
へ
行
き
、
山
中
の
一
軒
の
家
に
泊
ま
る
。
そ
の
家
は
餌
取
法
師
の
家
で
、
妻
と
共
に
馬
牛
の
肉
を
食
べ
て
い
た
。
餌
取
法
師
は
夜
中
に
な
る
と
沐
浴
し
小
庵
に
入
り
念
仏
を
唱
え
る
。
翌
朝
そ
の
理
由
を
餌
取
法
師
に
尋
ね
る
と
、
食
べ
る
物
が
無
い
の
で
馬
牛
の
肉
を
食
べ
る
と
い
う
罪
深
い
行
い
を
し
て
い
る
こ
と
、
自
分
が
死
ぬ
時
は
延
昌
に
告
げ
る
の
で
死
ん
だ
後
に
こ
の
地
に
寺
を
建
て
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
を
話
す
。
そ
の
後
、
延
昌
の
夢
に
餌
取
法
師
が
現
れ
、
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
と
告
げ
る
。
翌
日
に
延
昌
は
弟
子
を
遣
わ
せ
、
餌
取
法
師
が
夜
半
に
念
仏
往
生
し
た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
地
に
寺
を
建
て
て
補
陀
落
寺
と
名
付
け
た
。
水
原
氏
は
、
こ
の
『今
昔
物
語
集
』
の
補
陀
落
寺
由
来
譚
を
踏
ま
え
て
、
延
慶
本
の
補
陀
落
寺
の
記
述
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
餌
取
法
師
の
念
仏
往
生
を
、
罪
業
深
重
の
人
物
で
も
念
仏
に
よ
っ
て
罪
が
忽
ち
消
滅
せ
し
め
る
「
阿
弥
陀
仏
の
悲
願
を
実
現
さ
せ
る
」
と
い
う
補
陀
落
寺
の
性
格
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
補
陀
落
寺
に
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
浄
瑠
璃
浄
土
(薬
師
浄
土
)
に
つ
い
て
、
薬
師
如
来
の
願
を
コ
言
で
一
括
す
る
な
ら
ば
、
宿
業
卑
賤
の
者
へ
の
救
い
の
仏
力
だ
と
言
え
る
」
と
さ
れ
、
餌
取
法
師
を
実
例
と
し
て
考
え
、
補
陀
落
寺
本
尊
の
阿
弥
陀
如
一
一
一
大
原
御
幸
の
道
(鈴
井
千
晶
)
、纛
黴
攤
図五 京都市埋蔵文化財調査センター蔵 補陀落寺跡表採遺物
来
の
他
に
浄
瑠
璃
浄
土
の
荘
厳
を
加
え
た
記
述
も
理
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
先
に
見
た
通
り
、
延
慶
本
で
補
陀
落
寺
の
本
尊
は
「阿
弥
陷
ノ
三
尊
」
で
あ
る
。
(
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)
し
か
し
、
他
の
文
献
で
の
補
陀
落
寺
の
本
尊
は
千
手
観
音
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
引
用
し
、
『山
州
名
跡
志
』
や
『山
城
名
勝
志
』
等
の
江
戸
期
の
地
誌
類
も
補
陀
落
寺
の
本
尊
は
千
手
観
音
で
あ
っ
た
と
し
て
お
り
、
阿
弥
陀
三
尊
像
を
始
め
、
そ
の
他
内
部
の
記
述
に
つ
い
て
も
延
慶
本
の
み
に
し
か
確
認
出
来
な
い
。
「補
陀
落
」
と
い
う
観
音
の
浄
土
を
寺
名
に
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
本
尊
は
観
音
像
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
尊
に
関
す
る
内
容
が
他
と
一
致
し
な
く
と
も
、
延
慶
本
は
補
陀
落
寺
内
部
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
延
慶
本
作
者
は
実
際
に
補
陀
落
寺
を
見
て
知
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
補
陀
落
寺
に
関
す
る
何
ら
か
の
知
識
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
補
陀
落
寺
跡
表
採
遺
物
は
、
比
較
的
多
く
見
つ
か
る
須
恵
器
や
土
師
器
を
始
め
、
内
側
が
黒
い
、
平
安
前
期
の
黒
色
土
器
(図
五
・
右
)
、
奈
良
か
ら
平
安
中
期
の
問
の
み
作
ら
れ
、
高
級
品
で
貴
族
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
平
安
中
期
の
緑
釉
陶
器
(図
五
・
中
)
、
灰
釉
陶
器
、
平
安
後
期
の
巴
紋
の
軒
先
瓦
(図
五
・
左
)
等
、
仏
具
か
ら
生
活
用
品
ま
で
様
々
な
遺
物
が
採
取
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
平
安
時
代
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
補
陀
落
寺
の
様
子
が
窺
え
よ
う
。
本
尊
の
問
題
も
含
め
、
寺
内
部
の
118
^
'
い
構
造
等
は
、
こ
れ
か
ら
の
本
格
的
な
発
掘
調
査
に
期
待
し
た
い
。
五
覚
一
本
『平
家
物
語
』
「大
原
御
幸
」
で
、
途
中
立
ち
寄
っ
た
補
陀
落
寺
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
の
位
置
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
後
白
河
法
皇
は
一
体
ど
の
よ
う
な
道
筋
で
寂
光
院
を
訪
れ
た
の
か
。
角
田
氏
は
諸
本
論
の
立
場
か
ら
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
に
立
ち
寄
っ
た
と
す
る
記
述
は
虚
構
で
あ
る
と
さ
れ
、
梶
川
氏
は
二
つ
の
位
置
関
係
か
ら
道
筋
を
想
定
さ
れ
た
。
で
は
仮
に
補
陀
落
寺
に
立
ち
寄
っ
た
後
、
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
を
訪
れ
た
と
い
う
よ
う
に
、
本
文
通
り
の
道
順
で
の
解
釈
を
試
み
る
。
『平
家
物
語
』
の
「鞍
馬
と
ほ
り
」
に
つ
い
て
『山
城
名
跡
志
』
巻
之
六
に
、
「鞍
馬
逋
ト
云
フ
ハ
、
鞍
馬
ヲ
過
テ
往
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
京
師
ヨ
リ
鞍
馬
路
ニ
カ
・
ツ
テ
到
ル
ヲ
云
フ
也
。
路
ノ
體
如
二
上
云
一、
市
原
ヲ
經
テ
、
鞍
馬
エ
ハ
北
二
到
リ
、
普
陀
洛
寺
エ
ハ
右
二
到
ル
也
」
と
あ
る
。
ま
た
『都
名
所
図
会
拾
遺
』
巻
三
に
、
「江
文
の
祗
の
西
に
あ
り
此
峠
を
越
え
て
長
谷
岩
倉
に
至
る
」
と
い
う
「静
原
峠
」
が
あ
り
、
江
文
か
ら
岩
倉
に
至
る
道
が
あ
っ
た
と
い
う
。
以
上
か
ら
、
市
原
ま
で
は
鞍
馬
街
道
を
通
り
、
そ
こ
か
ら
右
に
進
み
補
陀
落
寺
に
向
か
う
。
そ
し
て
江
文
経
由
で
静
原
峠
を
通
っ
て
小
野
皇
太
后
宮
の
旧
跡
に
行
き
、
ま
た
も
と
の
道
で
江
文
ま
で
戻
り
、
そ
れ
か
ら
寂
光
院
に
至
っ
た
と
い
う
道
順
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
途
中
の
寄
り
道
は
、
あ
く
ま
で
寂
光
院
の
建
礼
門
院
を
訪
ね
る
名
目
に
過
ぎ
ず
、
道
順
か
ら
大
幅
に
は
ず
れ
た
小
野
皇
太
后
の
旧
跡
に
わ
ざ
わ
ざ
行
っ
た
と
い
う
記
述
は
不
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
小
野
皇
太
后
の
旧
跡
に
行
っ
た
と
す
る
諸
本
は
、
先
に
比
較
し
た
通
り
語
り
本
系
の
諸
本
で
あ
る
。
全
諸
本
に
見
ら
れ
る
補
陀
落
寺
参
詣
の
名
目
に
加
え
、
角
田
氏
が
言
わ
れ
る
通
り
、
語
り
本
系
作
者
が
付
し
た
虚
構
で
あ
る
と
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
い
う
感
を
否
め
な
い
。
本
論
は
、
「
大
原
御
幸
」
の
道
筋
と
い
う
一
部
の
考
察
に
重
点
を
置
い
て
き
た
が
、
考
古
学
や
歴
史
学
等
の
他
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
新
し
い
事
実
が
発
見
出
来
た
。
こ
れ
ら
の
位
置
は
、
灌
頂
巻
の
一
節
と
し
て
是
非
書
き
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
は
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
広
い
視
野
か
ら
の
研
究
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
手
掛
か
り
と
も
な
り
、
更
に
は
、
諸
本
論
、
灌
頂
巻
成
立
論
等
、
『平
家
物
語
』
研
究
に
お
い
て
の
、
根
本
的
な
問
題
の
解
決
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
〔注
〕
(
1
)
1
10
0
0
年
五
月
九
日
に
本
堂
が
全
焼
し
た
。
梶
川
敏
夫
氏
に
窺
っ
た
お
話
に
よ
る
と
、
そ
の
後
の
考
古
学
調
査
で
、
『平
家
物
語
』
の
成
立
時
に
書
か
れ
た
寂
光
院
は
、
現
在
私
達
が
確
認
出
来
る
寂
光
院
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
(2
)
『平
家
物
語
』
新
日
本
古
典
文
学
全
集
(
一
九
九
四
年
・
市
古
貞
次
・
小
学
館
)
(3
)
『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
26
京
都
府
上
巻
』
(
一
九
八
二
年
・
竹
内
理
三
・
角
川
書
店
)
(4
)
近
畿
地
図
地
名
総
覧
(大
阪
人
文
出
版
セ
ン
タ
ー
)
に
加
筆
。
(5
)
『
平
家
後
抄
-
落
日
後
の
平
家
1
』
(
一
九
七
八
年
・
角
田
文
衛
・
朝
日
新
聞
社
)
第
四
章
女
人
の
行
方
大
原
御
幸
(6
)
『平
安
時
代
史
事
典
本
編
上
』
(
一
九
九
四
年
・
角
田
文
衛
監
修
・
角
川
書
店
)
「鞍
馬
と
大
原
を
結
ぶ
薬
王
坂
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が
近
時
、
静
原
の
集
落
の
北
北
東
約
三
キ
ロ
に
あ
る
通
称
「
ク
ダ
ラ
コ
ー
ジ
山
」
の
山
中
に
1
1
三
大
原
御
幸
の
道
(鈴
井
千
晶
)
寺
跡
が
確
認
さ
れ
た
」
と
あ
り
、
梶
川
氏
の
論
文
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(
7
)
『日
本
歴
史
地
名
大
系
二
七
巻
京
都
市
の
地
名
』
(
一
九
七
九
年
・
下
中
邦
彦
・
平
凡
社
)
(
8
)
『王
朝
の
明
暗
』
(
一
九
七
七
年
・
角
田
文
衛
・
東
京
堂
出
版
)
小
野
皇
太
后
と
常
寿
院
(9
)
梶
川
敏
夫
氏
「京
都
静
原
補
陀
落
寺
跡
ー
平
安
時
代
創
建
の
山
岳
寺
院
跡
-
」
(
一
九
九
〇
年
三
月
・
古
代
文
化
四
二
)
(10
)
『訓
読
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
(
一
九
九
五
年
・
高
山
利
弘
・
有
精
堂
)
(1
)
『延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
下
』
(
一
九
九
〇
年
・
北
原
保
雄
小
川
栄
一
・
勉
誠
出
版
)
(12
)
『平
家
物
語
長
門
本
全
』
(
一
九
〇
六
年
・
黒
川
眞
道
他
・
国
書
刊
行
会
)
(13
)
『源
平
盛
衰
記
』
校
註
日
本
文
學
大
系
第
十
六
巻
(
一
九
二
六
年
・
国
民
図
書
株
式
会
社
)
(
14
)
『百
二
十
句
本
平
家
物
語
』
斯
道
文
庫
古
典
叢
刊
之
二
(
一
九
七
〇
年
・
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
研
究
所
斯
道
文
庫
編
・
汲
古
書
院
)
(15
)
水
原
一
氏
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
"
賤
"
へ
の
眼
差
し
」
(
一
九
九
七
年
・
『延
慶
本
平
家
物
語
考
証
四
』
・
新
典
社
)
(16
)
『吾
妻
鏡
』
『拾
芥
抄
』
等
、
補
陀
落
寺
の
本
尊
は
千
手
観
音
で
あ
る
と
す
る
。
〔付
記
〕
補
陀
落
寺
跡
表
採
遺
物
(図
五
)
に
つ
い
て
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
副
所
長
の
梶
川
敏
夫
氏
に
御
教
授
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
図
二
～
五
は
黒
田
彰
先
生
の
撮
影
写
真
。
一
一
四
(す
ず
い
ち
あ
き
.
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
)
(指
導
"
黒
田
彰
教
授
)
二
〇
〇
三
年
十
月
十
五
日
受
理
